童 や あ、 あそこへ 妙な 法師が 来た。 みんな 見ろ。 

みんな 見ろ。 

すしう リ 

鮮 売の 女 ほんた うに 妙な 法師 ぢ やない か？ あんな 

ごんぐ わめ 

に 金 鼓 をた たきながら、 何だか 大声に 喚いて ゐる。 

まきう り おきな 

薪 売の 翁 わし は 耳が遠いせ ゐか、 何 を 喚く の やら、 

さっぱり わからぬ。 もしもし、 あれ は 何と 云うて 居 

ります な？ 

はくうち あみだぶつ 

箔 打の 男 あれ は 「阿弥陀 仏よ や。 おおい。 おおい」 

と 云って ゐる のさ。 

薪 売の 翁 はは あ、 II では 気 違 ひだな。 



若き 尼 あれ あれ、 あの 金 鼓の 音に 驚いた のか、 鶏が 

皆 屋根へ 上りました。 

五位の 入道 阿弥陀 仏よ や。 おおい。 おおい。 

釣 をす る 下衆 これ は 騒々 しい 法師が 来た もの だ。 

その 伴 どう だ、 あれ は？ 跛の 乞食が 艇 けて 行く ぜ。 

牟子 をした る 旅の 女 私 はちと 足が 痛うな つた。 あの 

乞食の 足で も 借りたい もの ぢゃ。 

皮 子 を 負へ る 下人 もうこの 橋 を 越えさへ すれば、 す 

ぐに 町で ございます。 

釣 をす る 下衆 牟子の 中が 一 目 見て やりたい。 

わきみ い つ 

その at おや、 ^見 をして ゐる 内に、 何時か 餌 を とら 



おおい。 おおい。 

老いた る 法師 いや、 飛んだ 物 狂 ひに 出合うた。 どれ 

わし も 帰る としょう。 

みたび 

三度 松風の 音 こうこう。 更に 又 浪の音 どぶり 

どぶり。 

五位の 入道 阿弥陀 仏よ や。 おおい。 おおい。 

浪の音 時に 千鳥の 声 ちり リり ちりちり。 

五位の 入道 阿弥陀 仏よ や。 おおい。 おおい。 II こ 

の 海辺に は 舟 も 見えぬ。 見える の は唯浪 ばか リぢ や。 

阿弥陀 仏の 生まれる 国 は、 あの 浪の向 ふに あるか も 

みども う 

知れぬ。 もし 身共が 鵜の 鳥なら ば、 すぐに 其処へ 渡 



つた か、 —— おお、 この 枯木の 梢の 上に、 たった 一 

まぎ ごばう 

人 登って ゐ るの は、 紛れ もない 法師 ぢゃ。 御坊。 御 

坊。 …… 返事 をせ ぬの も 不思議 はない。 ii 時 か 息が 

絶えて ゐる わ。 餌 袋 も 持たぬ 所 を 見れば、 可哀 さう 

に 餓死んだ と 見える。 

三度 波の音 どぶん どぶん。 

まま 

老いた る 法師 この 儘 梢に 捨てて置いて は、 鶴の 餌食 

になら う も 知れぬ。 何事 も 前世の 因縁 ぢゃ。 どれ わ 

しが 葬うて やらう。 —— や、 これ はどう ぢゃ。 この 

法師の 屍軟の 口に は、 まつ 白な 蓮華が 開いて ゐ るぞ。 

さう 云 へば 此処へ 来た 時から、 势香も 漂うて はゐた 



容子ぢ や。 では 物 狂 ひと 思うた の は、 尊い 上人 で 

ゐら せられた のか。 それとも 知らずに、 御 無礼 を 申 

したの は、 反へ す 反へ す も わしの 落度 ぢゃ。 南無 阿 

弥陀 仏。 南無阿弥陀仏。 南無阿弥陀仏。 南無 阿弥陀 

仏。 

(大正 十 年 三月) 
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